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矢
板
武
記

念
館
（
市
指

定
文
化
財
）

で
、
商
工
会

と
市
教
委
の

共
催
に
よ
る

「
古
典
落
語

の
会
」
が
開

催
さ
れ
、
歴

史
あ
る
建
物

の
中
で
約
六

〇
人
が
伝
統

の
話
芸
を
楽

し

ん

だ

。

「
お
笑
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
商
工
会

が
、「
伝
統
的
な
た
た
ず
ま
い
は
江
戸
情
緒
を
伝

え
る
古
典
落
語
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
市
教
委
に
要

請
し
た
も
の
。

会
場
は
、
同
館
の
母
屋
上
座
敷
の
ふ
す
ま
を

は
ず
し
て
広
げ
た
三
十
畳
分
の
畳
敷
き
和
室
。

演
じ
た
の
は
、
三
遊
亭
円
楽
さ
ん
の
孫
弟
子
に

あ
た
る
花
楽
京
、
鳳
志
さ
ん
の
二
人
。

花
楽
京
さ
ん
は
「
落
語
は
目
配
せ
、
し
ぐ
さ

が
伝
わ
ら
な
い
大
会
場
は
向
か
な
い
し
、
三
畳
間

で
も
で
き
な
い
。
ち
ょ
う
ど
い
い
広
さ
と
い
う

と
、
矢
板
武
記
念
館
」
と
語
り
、「
美
人
が
多
く

い
る
と
集
中
で
き
な
い
し
、
い
な
く
て
も
張
り
合

い
が
な
い
。
こ
こ
の
人
た
ち
ぐ
ら
い
が
い
い
」
と

続
け
て
、
聴
衆
の
笑
い
を
誘
っ
た
。

同
館
は
、
庭
園
に
樹
齢
一
六
〇
年
の
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
が
あ
る
本
格
的
日
本
家
屋
で
、
幕
末
・

明
治
に
は
郷
土
の
偉
人
・
矢
板
武
が
住
み
、
後

に
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
こ
れ
ま
で
も
茶
会
、

琴
の
会
な
ど
を
は
じ
め
、
学
習
会
や
小
学
校
の
夏

休
み
「
寺
子
屋
」
会
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
利

用
さ
れ
て
き
た
。

栃
木
県
　
矢
板
市
商
工
会

「
お
笑
い
の
ま
ち
づ
く
り
」推
進

文
化
財
の
建
物
で
落
語
の
会
を
楽
し
む

商
工
会
は
二
月
二
十
四
日
、
吉
野
川
市
美
郷
の
ふ
る

さ
と
セ
ン
タ
ー
で
、
薬
草
に
詳
し
い
村
上
光
太
郎
・
崇

城
大
学
薬
学
部
教

授
を
講
師
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
講
演

会
「
薬
草
に
学
ぶ

健
康
の
知
識
」
を

開
催
し
た
。

商
工
会
で
は
こ

れ
ま
で
国
や
吉
野

川
市
の
補
助
を
受

け
、
特
産
品
の
開

発
、
体
験
型
観
光

な
ど
を
中
心
に
地

域
振
興
活
性
化
事

業
を
実
施
し
、
特

産
品
の
梅
な
ど
を
生
か
し
た
新
し
い
「
美
郷
ブ
ラ
ン
ド
」

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
今
回
の
講
演
会
は
、
新

た
に
薬
草
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
開
か
れ
た
。

村
上
教
授
は
徳
島
新
聞
の
暮
ら
し
面
で
「
薬
草
を
食

べ
る
」
を
連
載
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
草
を
取
り
上
げ

な
が
ら
効
用
を
説
明
。「
美
郷
の
よ
う
に
植
物
の
豊
富

な
場
所
は
、
薬
草
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
。

薬
膳
料
理
や
薬
草
風
呂
を
生
か
し
た
滞
在
型
の
健
康
村

構
想
な
ど
可
能
性
は
幅
広
い
」
と
語
っ
た
。
参
加
し
た

住
民
ら
約
八
〇
人
は
、
薬
草
を
活
用
し
た
新
た
な
地
域

活
性
化
に
向
け
て
の
知
識
を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
た
。

高
木
義
夫
経
営
指
導
員
は
「
美
郷
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

薬
草
が
あ
る
。
薬
草
を
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
Ｐ
Ｒ
し

て
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

徳
島
県
　
美
郷
商
工
会

薬
草
に
学
ぼ
う
！

地
域
づ
く
り
の
可
能
性
探
る

商
工
会
は
三
月
十
四
日
、
町
内
の
悠
邑
ふ
る
さ
と
会

館
で
「
健
康
の
食
ブ
ラ
ン
ド
創
出
勉
強
会
」
を
開
催
。

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
「
特
産
品
予
備
軍
」
が
展
示
さ

れ
、
六
〇
人
の
参
加
者
が
試
食
し
な
が
ら
商
品
化
の
可

能
性
を
検
討
し
た
。

商
工
会
が
、
健
康
と
食
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
同
町

の
取
り
組
み
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
企
画
し
た
。
町

内
の
飲
食
店
や
食
生
活
改
善
推
進
委
員
、
食
品
会
社
な

ど
が
地
元
の
素
材
を
生
か
し
た
三
五
点
を
出
品
し
、
勉

強
会
で
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
食
と
健
康
が
キ
ー

ワ
ー
ド
」
と
題
し
て
、
料
理
研
究
家
の
中
山
桜
甫
さ
ん

が
講
演
し
た
。

こ
の
日
出
品
さ
れ
た
の
は
、
商
品
化
前
の
「
イ
ノ
シ

シ
の
生
姜
煮
」「
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
う
ま
煮
」「
あ
ん
ぽ
柿

の
あ
ん
入
り
餅
」「
エ
ゴ
マ
入
り
パ
ン
」
や
、
す
で
に
販

売
さ
れ
て
い
る
「
鮎
の
姿
焼

き
せ
ん
べ
い
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
商
品
化
の
参
考
に
す
る

た
め
、
来
場
者
が
味
や
価
格

設
定
、
商
品
性
な
ど
六
項
目

を
評
価
し
た
。

建
築
会
社
社
長
・
岡
田

耕
作
さ
ん
は
「
住
民
の
意
欲

の
高
ま
り
を
感
じ
る
。
新
た

な
特
産
品
が
生
ま
れ
る
と
思

う
」
と
期
待
を
話
し
た
。

商
工
会
女
性
部
（
大
田
節
子
部
長
）
は
、
旧
阿

山
、
名
賀
両
郡
の
地
域
ご
と
に
災
害
時
の
危
険

箇
所
や
住
民
を
支
援
す
る
事
業
所
の
所
在
地
な

ど
を
記
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
製
。
三
月
に
全
会

員
約
一
〇
〇
〇
事
業
所
に
無
料
配
布
し
、
地
域

住
民
ら
の
目
に
付
き
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
た
。

マ
ッ
プ
は
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
手
書
き
で
、
食
料
品

店
や
工
務
店
、
美
容
室
な
ど
の
協
力
事
業
所
と
、

土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
が
起
き
や
す

い
危
険
箇
所
、
地
域
ご
と
の
避
難
場
所
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
九
月
ご
ろ
か
ら

全
会
員
に
協
力
を
募
り
、
危
険
箇
所
な
ど
も

地
区
ご
と
に
調
べ
た
と
い
う
。

協
力
事
業
所
は
五
地
区
で
計
二
四
八
。

「
地
域
防
災
協
力
店
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
住
民
に

目
立
つ
よ
う
店
頭
な
ど
に
張
り
、
災
害
時
に
救

援
物
資
の
供
給
や
人
員
派
遣
、
機
材
の
貸
し
出

し
な
ど
を
分
担
す
る
。

女
性
部
で
は
、「
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
住

民
ら
に
こ
の
冊
子
を
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と

防
災
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

三
重
県
　
伊
賀
市
商
工
会
女
性
部

防
災
マ
ッ
プ
を
配
布

協
力
事
業
所
や
危
険
箇
所
を
掲
載

島
根
県
　
川
本
町
商
工
会

食
と
健
康
で
街
づ
く
り

地
元
食
材
で
勉
強
会
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広
島
工
業
大
学
の
学
生
ら
が
三
月
八
日
、
五
日
市
中

央
の
商
工
会
で
商
店
主
ら
に
地
元
の
コ
イ
ン
通
り
商
店

街
の
活
性
化
策
を
提
言
し
た
。

商
店
街
に
活
性
化
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
同
大

環
境
学
部
の
菅
原
辰
幸
教
授
が
「
学
生
の
斬
新
な
発
想

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
」
と
持
ち
か
け
た
の
が
始
ま

り
。
一
〜
三
年
生
有
志
約
五
〇
人
を
八
チ
ー
ム
に
分
け
、

一
月
か
ら
周
辺
を
歩
い
た
り
、
会
議
を
重
ね
た
り
し
な

が
ら
案
を
練
り
、
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
若
い
感
性

で
考
え
た
町
お
こ
し
を
披
露
し
た
。

今
回
発
表
さ
れ
た
プ
ラ
ン
は
、
①
道
路
と
商
店
を
区

切
る
花
壇
を
改
良
し
、
ラ
テ
ィ
ス
を
立
て
て
鉢
植
え
を

ぶ
ら
下
げ
る
、
②
テ
ー
ブ
ル
や
い
す
を
置
い
て
休
憩
ス
ペ

ー
ス
に
す
る
、
③
街
灯
を
カ
ラ
フ
ル
に
変
え
る
、
④
店

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
子
供
に
絵
を
描
い
て
も
ら
い
統
一
感

を
出
す
と
い
っ
た
も
の
。
商
店
主
ら
か
ら
は
コ
ス
ト
面
に

つ
い
て
の
質
問
も
出
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
三
年
生
の
横
見
瀬
孝
之
さ
ん
ら
が
提
案

し
た
Ｐ
Ｒ
用
の
バ
ナ
ー
を
、
毎
年
商
店
街
で
行
う
「
さ

く
ら
パ
レ
ー
ド
」
で
飾
る
こ
と
が
決
定
。「
文
字
よ
り
も

絵
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
」
と
、
横
見

瀬
さ
ん
は
採
用
を
喜
ん
だ
。

商
店
街
は
、
こ

の
プ
ラ
ン
の
具
体

化
に
向
け
て
検
討

会
を
開
き
、
コ
イ

ン
通
り
街
づ
く
り

委
員
会
の
橋
本
哲

夫
委
員
長
は
「
魅

力
あ
る
町
に
す
る

た
め
に
若
い
人
た

ち
の
ア
イ
デ
ア
を

ぜ
ひ
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
期
待

を
語
っ
た
。

広
島
県
　
五
日
市
商
工
会

学
生
が
ま
ち
の
活
性
化
策

「
さ
く
ら
パ
レ
ー
ド
」
で
バ
ナ
ー
を
採
用

市
の
中
心
部
の
三
商
店
街
（
中
央
通
り
、
越
前
町
、
石
動
駅

前
）
に
三
月
八
日
、
道
路
両
側
の
駐
車
位
置
を
わ
か
り
や
す
く

示
す
看
板
が
設
置
さ
れ
た
。

同
地
区
は
、
県
道
沿
い
で
住
宅
が
密
集
し
て
お
り
、
駐
車
場

の
な
い
店
が
多
い
こ
と
か
ら
、
商
工
会
な
ど
が
駐
車
禁
止
緩
和

を
要
望
し
て
い
た
。

小
矢
部
署
と
県
警
交
通
規
制
課
は
、
市
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
昨
年
末
に
規
制
を
見
直
し
、
県
内
で
初
め
て
駐
車
位
置
を

毎
月
入
れ
替
え
る
路
上
駐
車
方
法
を
採
用
。
道
路
両
側
の
駐
車

禁
止
標
識
に
、「
偶
数
月
を
除
く
」「
奇
数
月
を
除
く
」
と
記
し

た
補
助
標
識
を
つ
け
た
。
し
か
し
、
わ
か
り
に
く
い
表
現
の
た

め
十
分
理
解
さ
れ
ず
、
道
路
の
両
側
に
駐
車
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
商
工
会
と
商
店
街
、
町
内
会
が
協
力
し
、
看
板

（
縦
七
〇
㎝
、
横
二
五
㎝
）
二
九
枚
を
作
成
し
、
道
路
両
側
の

街
灯
に
取
り
付
け
た
。
看
板
は
、
奇
数
月
は
青
、
偶
数
月
は
え

ん
じ
色
に
分
け
、
偶
数
月
は
「
二
、
四
、
六
、
八
、
十
、
十
二

月
は
こ
ち
ら
側
に
駐
車
で
き
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
わ
か
り
や

す
い
表
記
を
採
用
し
た
。

商
店
主
ら
は
、「
看
板
の
設
置
で
多
く
の
人
が
商
店
街
を
利
用

し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
を
語
っ
て
い
る
。

女
性
部

（
知
念
厚

子
部
長
）

は
二
月
十

二
日
、
花

い
っ
ぱ
い

運
動
の
一

環
で
部
員

一
三
人
が

参
加
し
て

湧
地
の
残
土
置
き
場
で
プ
ラ
ン
タ
ー
に
使
う

土
作
り
を
し
た
。

「
観
光
客
や
伊
江
島
一
周

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
ら
を

色
と
り
ど
り
の
草
花
で
迎
え

よ
う
」
と
い
う
ね
ら
い
で
、

三
月
の
中
旬
に
ベ
ゴ
ニ
ア
な

ど
の
苗
を
植
え
、
四
月
九
日

に
開
催
さ
れ
る
「
第
一
四
回
伊
江
島
一
周

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
前
に
、
伊
江
港
周
辺
に

並
べ
ら
れ
る
。

宮
城
組
（
宮
城
義
男
代
表
）
か
ら
譲
ら

れ
た
土
に
、
腐
葉
土
や
鹿
沼
土
な
ど
を
混
ぜ

て
一
二
〇
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
入
れ
、
ス
プ

レ
ー
で
「
商
工
会
女
性
部
」
と
文
字
を
吹
き

付
け
て
仕
上
げ
た
。

知
念
部
長
は
「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
や

五
月
の
連
休
ま
で
訪
れ
る
観
光
客
を
、
プ
ラ

ン
タ
ー
に
咲
き
誇
る
草
花
で
歓
迎
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

商
工
会
（
日
熊
正
守
会
長
）
は
、
地
元

住
民
に
村
内
の
企
業
を
利
用
し
て
も
ら
う
ね

ら
い
で
、
会
員
企
業
を
紹
介
し
た
暮
ら
し
の

便
利
帳
「
山

江
み
せ
ナ
ビ
」

を
作
製
し
、

村
内
全
世
帯

に
約
一
二
四

〇
冊
を
無
料

配
布
し
た
。

Ａ
４
判
、

三
五
ペ
ー
ジ

で
、
製
造
、

建
築
、
小
売

り
、
サ
ー
ビ

ス
業
の
三
九
会
員
の
事

業
内
容
を
カ
ラ
ー
写
真

や
地
図
を
添
え
て
紹

介
。
商
品
の
割
引
、
抽

選
な
ど
の
ク
ー
ポ
ン
券

も
つ
い
て
い
る
。
巻
末

に
は
、
村
役
場
で
の
各
種
手
続
き
に
必
要
な

提
出
物
の
一
覧
や
、「
生
活
便
利
ダ
イ
ヤ
ル
」

「
困
り
事
相
談
電
話
表
」
も
加
え
た
。

会
員
の
約
三
割
を
占
め
る
建
設
業
は
公
共

工
事
が
減
少
し
、
商
業
も
隣
接
す
る
人
吉
市

な
ど
に
消
費
者
が
流
れ
て
い
る
た
め
、
危
機

感
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
住
民
に
「
村
内
の
企

業
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
需
要
に
応
え
ら
れ
る
」

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
。

同
商
工
会
は
、
冊
子
の
作
成
と
併
せ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
紹
介
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
。「
こ
れ
ま
で
地
元
住
民
へ
の
周
知

不
足
も
あ
っ
た
が
、
村
内
の
企
業
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
、〝
商
工
業
の
地
産
地
消
〞
を

図
り
た
い
」
と
期
待
を
語
っ
た
。

富
山
県
　
小
矢
部
商
工
会

駐
車
位
置
わ
か
り
や
す
く

毎
月
入
れ
換
え
の
色
分
け
看
板
を
設
置

沖
縄
県
　
伊
江
島
村
商
工
会
女
性
部

観
光
客
を
草
花
で
歓
迎

土
作
り
準
備

熊
本
県
　
山
江
村
商
工
会

村
内
企
業
の
紹
介
冊
子
を
無
料
配
布

商
工
業
も
地
産
地
消
で



Shokokai ● 2006.5 62

曽
於
市
・
大
隅
町
商
工
会
「
弥
五
郎
ど
ん
商
学
校
」
で
生
徒
と
な
っ

て
学
ん
だ
特
産
品
開
発
コ
ー
ス
一
五
人
、
街
づ
く
り
コ
ー
ス
二
三
人
の

商
工
会
会
員
が
、
活
発
に
商
品
開
発
や
販
売
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

特
産
品
開
発
コ
ー
ス
は
、
地
場
資
源
産
品
調
査
を
実
施
し
て
一
五
品

目
を
選
び
、
地
元
食
品
加
工
会
社
と
連
携
し
て
、
昨
年
八
月
に
焼
酎
ゼ

リ
ー
、
カ
ボ
チ
ャ
の
ふ
く
れ
が
し
、
じ
ゃ
が
い
も
だ
ん
ご
を
開
発
。
十

二
月
に
は
紫
イ
モ
モ
チ
、
イ
モ
大
福
、
特
製
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を
完
成

し
、
特
産
品
販
売
施
設
「
や
ご
ろ
う
農
土
家
市
」
で
販
売
を
始
め
た
。

街
づ
く
り
コ
ー
ス
は
、
商
店
街
空
洞
化
対
策
と
し
て
「
ま
ち
の
駅
」

導
入
の
研
究
を
進
め
、
旧
国
鉄
駅
舎
の
一
部
を
利
用
し
た
交
流
拠
点
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。

「
弥
五
郎
ど
ん
商
学
校
」
は
、
自
分
た
ち
で
町
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
一
昨
年
六
月
に
開
校
し
た
も
の
で
、
四
月
の
末
吉
・
財
部
町
両
商
工

会
と
の
合
併
後
は
、
両
地
域
に
「
分
校
」
を
検
討
中
。
大
隅
町
商
工
会

経
営
指
導
員
・
中
村
直
人
さ
ん
は
「
旧
三
町
が
地
域
の
力
を
合
わ
せ
て

街
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
新
し
い
地
域
と
商
店
街
の
活
性
化

に
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
、
商
工
会
青
年
部
･
女
性
部
主
催
の
新
春
講
演
会
が
同
町
の

や
く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

プ
ロ
野
球
・
東
北
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の

選
手
ら
が
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、
少
年

野
球
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
や

家
族
連
れ
約
四
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。

楽
天
の
関
川
浩
一
、
鷹
野
史
寿
、
塩
川

達
也
（
東
北
福
祉
大
出
身
）
の
各
選
手
、

楽
天
チ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
マ
ー
テ

ィ
・
キ
ー
ナ
ー
ト
氏
、
ソ
ウ
ル
五
輪
の
シ

ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
･
田
中
ウ
ル
ヴ
ェ
京
子
（
み
や
こ
）
さ
ん
も
参
加
し
、
選
手
へ
の

質
問
コ
ー
ナ
ー
や
握
手
会
、
色
紙
や
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ

れ
た
。

四
人
の
サ
イ
ン
入
り
バ
ッ
ト
が
当
た
っ
た
色
麻
町
の
笠
松
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
浅
野
智
紀
君
は
、「
練
習
の
参
考
に
な
っ
た
。
バ
ッ
ト
は
家

で
大
切
に
飾
り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

商
工
会
主
催
の
「
ア
イ
デ
ア
す
い
と
ん
実
技
審
査
」
が
同
町
塙
世
の

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
真
壁
支
店
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

町
で
は
、
古
い
町
並
み
の
散
策
、
ひ
な
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

好
評
で
、
観
光
客
が
年
々
増
え
て
い
る
が
、
名
物
料
理
が
な
か
っ
た
。

商
工
会
は
、
二
〇
〇
四
年
度
に
「
名
物
づ
く
り
」
研
究
の
た
め
特
産
品

開
発
事
業
委
員
会
（
柳
田
隆
委
員
長
）
を
発
足
さ
せ
た
。
名
物
料
理
と

し
て
、
地
元
の
食
材
を
生
か
し
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
素
朴
な
す
い

と
ん
を
選
び
、
ア
イ
デ
ア
を
公
募
し
て
い
た
。

三
五
点
の
応
募
の
う
ち
書
類
審
査
で
九
点
に
絞
ら
れ
、
七
人
が
こ
の

日
の
審
査
に
参
加
、
味
、
盛
り
付
け
な
ど
に
腕
を
競
っ
た
。
大
賞
に
選

ば
れ
た
の
は
、
小
川
町
百
里
の
自
衛
官
・
糟
谷
勉
さ
ん
の
「
野
菜
た
っ

ぷ
り
山
か
け
蕎
麦
す
い
と
ん
」。
小
麦
粉
と
そ
ば
粉
で
作
っ
た
す
い
と
ん

に
鶏
肉
、
ウ
ズ
ラ
の
卵
、
ヤ
マ
ト
イ
モ
な

ど
一
四
種
類
の
野
菜
を
加
え
て
、
あ
っ
さ

り
味
の
一
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

地
元
出
身
の
糟
谷
さ
ん
は
「
祖
母
に
作

っ
て
も
ら
っ
た
す
い
と
ん
を
工
夫
し
た
。

家
庭
の
味
で
真
壁
の
観
光
に
役
立
て
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
応
募
し
た
が
、
大
賞
に

選
ば
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
」
と
受
賞
の
喜

び
を
語
っ
た
。

ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
の
二
月
二
十
一
日

に
は
旧
真
壁
郵
便
局
で
ア
イ
デ
ア
す
い
と

ん
の
試
食
会
が
行
わ
れ
、
柳
田
委
員
長
は

「
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
、
地
元
の
具
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
す
い
と
ん
を
食
べ
て
も

ら
い
、
町
の
名
物
料
理
に
育
て
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

商
工
会
（
滝
田
知
守
会
長
）
青
年
部
（
沼
田

浩
一
部
長
）、
女
性
部
（
小
坂
井
幸
子
部
長
）

は
三
月
六
日
、
表
郷
中
（
佐
藤
正
弘
校
長
）
卒

業
八
三
人
全
員
に
、「
い
い
日
旅
立
ち
」
記
念
と

し
て
、
絵
は
が
き
六
枚
セ
ッ
ト
を
贈
っ
た
。

贈
呈
式
は
、
会
長
、
両
部
長
と
事
務
局
の
鈴

木
早
智
子
さ
ん
が
同
校
を
訪
れ
、
卒
業
生
代
表

の
白
井
一
弘
君
、
菊
地
裕
介
君
、
中
村
真
美
さ

ん
、
鈴
木
眸
美
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
、
白
井
君
が
お
礼
を
述
べ
た
。

絵
は
が
き
は
一
昨
年
、
青
年
部
と
女
性
部
が
郡
山
市
の
画
家
・
橋
本

広
喜
さ
ん
に
絵
を
依
頼
し
て
製
作
。
ま
ち
の
名
所
・
旧
跡
を
水
墨
画
に

し
た
「
庄
司
戻
し
の
桜
」「
ビ
ャ
ッ
コ
イ
の
自
生
地
」「
関
山
と
田
園
風

景
」
な
ど
の
図
柄
で
、
一
セ
ッ
ト
五
〇
〇
円
で
販
売
し
て
い
る
。
商
工

会
で
は
、「
生
徒
に
い
つ
ま
で
も
郷
里
を
愛
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

商
工
会
青
年
部
（
中
島
高
明
部
長
）
は
三
月
十
二
日
、「
地
元
の
食

材
を
使
っ
て
地
域
お
こ
し
を
」
と
考
案
し
た
「
鴨
ネ
ギ
鍋
」
五
〇
〇
人

分
を
作
り
、
市
内
の
ふ
れ
あ
い
広
場
で
市
民
ら
に
振
る
舞
っ
た
。

県
内
で
も
有
数
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
地
元
産
の
ネ
ギ
、
シ
イ
タ

ケ
、
に
ん
じ
ん
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
に
、
市
内
に
あ
る
埼
玉
鴨
場
に
ち
な

ん
だ
鴨
肉
を
加
え
て
煮
込
ん
だ
も
の
。

青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
考
案
し
た
鍋
で
あ
る
た
め
、
市
内
で
扱
う

飲
食
店
は
な
く
、
普
段
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
般
に
振
る
舞

わ
れ
る
の
は
、
今
年
一
月
和
光
市
内
で
行
わ
れ
、
同
市
が
優
勝
し
た

「
彩
の
国
鍋
合
戦
」
以
来
。
こ
の
日
は
新
名
物
の
〝
地
元
凱
旋
〞
に
多
く

の
市
民
ら
が
集
ま
り
、
地
元
の
味
を
楽
し
ん
だ
。

同
市
内
に
住
む
田
中
照
子
さ
ん
は
、「
地
元
の
野
菜
を
使
っ
て
い
る

の
が
一
番
い
い
し
、
味
も
お
い
し
い
」
と
感
想
を
話
し
た
。

鹿
児
島
県
　
大
隅
町
商
工
会

が
ん
ば
る「
弥
五
郎
ど
ん
商
学
校
」

合
併
後
は
分
校
開
校
で
さ
ら
に
前
進

茨
城
県
　
真
壁
町
商
工
会

ア
イ
デ
ア
す
い
と
ん
コ
ン
ク
ー
ル

名
物
料
理
は
素
朴
な
味
で

宮
城
県
　
加
美
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部

楽
天
選
手
が
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

子
ど
も
た
ち
に
上
達
の
コ
ツ
を
伝
授

福
島
県
　
表
郷
村
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部

い
つ
ま
で
も
郷
土
を
愛
し
て

卒
業
生
に
絵
は
が
き
を
送
る

埼
玉
県
　
越
谷
市
商
工
会
青
年
部

鴨
ネ
ギ
鍋
で
地
域
お
こ
し

新
名
物
が
地
元
に
凱
旋


